
産業建設常任委員会  
日  時   平 成 ３ ０ 年 １ ０ 月 １ 日 （ 月 ） 午 前   時   分 ～  

場  所   第 ２ 委 員 会 室  

 

１ 開議 

２ 事務局日程説明 

３ 所管分付託議案審査（説明～質疑）   

【産業観光部】 

（１）第５１号議案  平成 30 年度亀岡市一般会計補正予算（第４号）所管分 

 

４ 討論～採決 

５ 委員長報告確認 

６ その他 

（１）次回の月例開催について 
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産業建設常任委員会委員長報告 
             （平成３０年１０月１日） 

 
産業建設常任委員会に付託されました議案について、審査の経過

概要とその結果を報告いたします。 

 

まず、第１号議案、平成３０年度一般会計補正予算（第３号）の

本委員会所管分でありますが、その主な内容は、 

・商工費では、豪雨などによって景観が損なわれている観光資源の

環境を整備する経費として、観光地 環境施設整備経費の増額補正。 

・土木費では、地震によるブロック塀の倒壊事象を受け、新たに、

民間所有のブロック塀等の除却費用について補助制度を創設する

経費等として、安全なわが家の耐震化促進事業費の増額補正。 

また、地域こん談会等の要望を踏まえ、市道などの機能維持 及び

都市公園の改修を行う事業費として、道路維持経費及び公園緑地

管理経費の増額補正であります。 

採決の結果は、賛成多数をもって原案可決すべきものと 

決定しました。 

なお、補正予算のうち、災害に関係する予算については、市民 

生活に直結することでもあり、すみやかな執行を求めるもので 

あります。 



2 

 次に、 

第２号議案、地域下水道事業特別会計補正予算については、汚泥

処分などの経費に係る債務負担行為を予算に定めるものであり、 

別段異論なく、採決の結果は全員をもって原案可決すべきものと 

決定しました。 

 

 

 次に、 

第４号議案、水道事業会計補正予算については、水道施設 

運転監視業務の経費に係る債務負担行為を予算に定めるものであり、 

別段異論なく、採決の結果は全員をもって原案可決すべきものと 

決定しました。 

 

 

次に、 

第４８号議案、市道路線の認定及び変更については、開発等に 

伴い、３路線を認定し、１路線を変更しようとするものであり、 

別段異論なく、採決の結果は全員をもって原案可決すべきものと 

決定しました。 
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次に、第５１号議案、平成３０年度一般会計補正予算（第４号）

の本委員会所管分でありますが、その主な内容は、 

・農林水産業費では、暴風等により倒壊したパイプハウスの復旧や

被災した農業用機械の再取得を支援する経費等として、農業事務

経費の増額補正。 

・商工費では、豪雨などによって景観が損なわれている観光資源の

環境を整備する経費として、観光地 環境施設整備経費の増額補正。 

・災害復旧費では、農業及び林業用施設の災害復旧を支援する経費

として、現年 農業用施設 災害復旧事業費 及び 現年 林業用施設

災害復旧事業費の増額補正、であります。 

別段異論なく、採決の結果は全員をもって原案可決すべきものと

決定しました。 

 

以上、簡単ではありますが本委員会の報告といたします。 
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